
 

 

 

 

 

新型電気小型トラック「eCanter」を発売 

国内EVトラック初のクレーン専用シャシ設定を追加 
2026年 6月 17日 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・
CEO：フランツィスカ・クスマノ、以下  MFTBC）は､新型電気小型トラック
「eCanter」を全国の三菱ふそう販売会社および三菱ふそう地域販売部門にて販売を 
開始しました。新型「eCanter」は、車両の基本性能や商品性を高めるとともに、国内
の EVトラックとして初めて*クレーン架装に対応した「クレーン専用シャシ」を設定し、
建設業などの幅広いニーズに応えるラインナップを実現しました。さらに、最新の安
全法規に適合した電動パーキングブレーキ（EPB）の標準装備や、センターディスプレ
イ標準装備などにより、安全性と商品性の向上を図りました。 
*2026年6月現在。MFTBC調べ。 

 
■多様な架装ニーズに応える「クレーン専用シャシ」を新規設定 
新型「eCanter」では、従来の多様なラインナップに加え、新たにクレーン専用シャシ
を設定しました。 
・幅広い展開：標準幅からワイド幅まで、総重量6ｔ～8ｔクラス、バッテリーサイズ
も S･Mの各タイプでクレーン架装が可能です。 

・高い実用性：2.9ｔ吊りクレーンの架装に対応し、都市部の建設現場やインフラ整備
など、静粛性が求められる作業現場でのゼロエミッション化を強力に後押しします。 

 

■最新法規への適合と安全性の向上：電動パーキングブレーキ（EPB）の採用 
安全性と利便性をさらに高めるため、最新の法規*に適合した電動パーキングブレーキ

（EPB）を標準装備しました。 

・自動作動機能：駐車時のブレーキのかけ忘れを防止するため、イグニッション OFF

時や、運転席のシートベルトを外し、ドアを開けた際など、一定の条件下でパーキ

ングブレーキが自動で作動する機能を備えています。これにより、ドライバーの負

担軽減と事故防止に貢献します。 
*UN-R13改正により、車両停止時にイグニッション OFF やドア開放などを検知して電動パーキングブレーキを自動作動

させることを求める国際基準 

 

■日々の業務を効率化する商品性の向上 
ユーザーの使い勝手を追求し、車両全般にわたる改良を実施しました。 

・先進のコックピット：サイバーセキュリティ法規への対応を兼ね、Kenwood 製セン

ターディスプレイを標準装備し、快適な操作環境を提供します。 

 

■快適性と航続距離を両立する「キャブプレコンディショニング」 
電気トラックならではの利便性を高める機能として「キャブプレコンディショニング」

を新たにオプション設定しました。 

・出発前の自動空調：出発時刻に合わせてあらかじめ冷暖房を作動させ、乗車時から

快適なキャブ内環境を提供します。 

・航続距離への影響を抑制：充電ケーブルを接続した状態で本機能を使用することで、



 

車両バッテリーの消費を抑えながら車内温度を整えることができ、走行時の航続距

離への影響を最小限に留めます。 

 

MFTBC は、この新型「eCanter」を通じて、カーボンニュートラル社会の実現に向け

た商用車の電動化をさらに加速させてまいります。 

 

■車両スペック及び東京地区販売価格（消費税含む：税率 10%） 

車型 バッテリー 

サイズ 

最高出力 

kW(PS)/rpm 

仕様 東京地区販売価格 

（消費税含む ：税率 

10%） 

価格（千円） 

ZAB-FEB8K 

 

S サイズバッ

テリー 

 

129(175)/2865 ワイドキャブ 

ロングボデー 

全低床 

13,553 

上記価格はメーカー小売希望価格で参考価格です。販売会社が価格を独自に定めておりますので、詳しくは各販売会社

にお問い合わせください。また、保険料、消費税を除く税金、その他登録等に伴う費用等は含まれておりません。 

 

 

 
新型「eCanter」（画像はタダノ製 EVOLT 電動カーゴクレーン） 



 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、ARCHION グループを構成する企

業として、商用車を開発・製造し、世界約 170 の国と地域へ製品とサービスを提供し

ています。日本とポルトガルの生産拠点を軸に幅広いラインアップを展開し、商用車

の電動化や安全技術の開発に取り組んでいます。MFTBCはARCHIONとともに持続可

能なモビリティに貢献していきます。 

 

電気小型トラック「eCanter」について 

「eCanter」は、 MFTBC が2017年に発売した日本初の量産型電気小型トラック(バッ

テリーEV トラック)です。温室効果ガスを排出せず、CO2削減という社会課題の解決

に貢献しつつ、静穏かつ低振動というEVトラックの特性により、都市内輸送・深夜早

朝の輸送をより快適・低負荷で行えます。2023年3月にフルモデルチェンジして発売し

た新型モデルは、シャシラインアップや架装バリエーションの拡大、ニーズに合わせ

た航続距離の展開によって、さらに多様なニーズへの対応が可能です。日本のほか欧

州31市場やオセアニア地域に加え、インドネシアや台湾といったアジア地域および中

東・南米など、海外市場への新たな展開も進めています。 


